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 今月は大阪市内の事務所で使用した 

de niroを紹介します。 

 場所はテナントビルの10階。本来は土足が 

通例の事務所に住宅用のde niroを採用した 

のには理由があります。それはやりがいを 

感じながら、仕事が出来る環境作りに、 

オーナー様の強い思いがあったからです。 

 「天然木床材の癒しの空間、自然の息吹を 

あなたのお部屋に」 

来月号もよろしくお願いします。 

「de niro」デニーロ 名前のなりたち（続き） 

お問合せは下記窓口まで 

お願いします！！ 
連絡先 

 

TEL 072-436-5769 

FAX 072-436-5759 
 

担当  多賀井・井原 

 先月号までde niroの名前の話に終始しましたが、この床材の成り立ちについて、もう少し、物

語を続けさせてください。インパクト重視とは言いましたが、決して受け狙いのキワモノではな

いその特長です。 

 近年、複合フロアーの表層は、本物と見まがうようなシート仕様がどんどんシェアを伸ばし、過

半数を占めるにいたりました。すなわち、突板仕様はもはやマイナーとなりつつあります。 

 一方で、デニーロの表層は特殊な熱処理によって得られた単板層に、ベンチレートコートとい

う特殊な塗膜を施しています。日常生活で発生しがちなさまざまな汚れをシャットアウトしなが

ら、通期性のいい床材が実現しているのです。 

『de niroのお便り』動画版も同時配信中！ 

動画も発信中！ 

 
de niroのお便り 

月刊 『de niroのお便り』 
ご挨拶 

 皆様、こんにちは！ 

風薫る５月がやってまいりました。お元気でしょうか？ 

あらためましてセンエイの多賀井です。 

 私の地元ではこの時期、毎年「つつじ祭り」が行われます。 

普段、閑散とした田舎町ですが、この時期は多少？にぎやかになります。 

皆様の地元やお住まいのところはいかがですか？ 

 と言うことで、今月号も最後まで、お付き合いください。 

使用品番：D-3K300 ショコラ色 
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「リフォームしたい」50代がピーク 

あとがき 

 今月も最後まで、お付き合いをしていただき、ありがとうございました。 

新緑が眩しいこの季節、連休明けの疲れが残らない様に、体調管理も万全に、      

有意義な毎日をお過ごしください。 

 それでは、来月号もよろしくお願いします。 

 住宅リフォーム推進協議会（東京都千代田区）は3月21日、「インターネットによる 

住宅リフォーム潜在需要者の意識と行動に関する調査報告書」を発表しました。 

 リフォームの潜在需要が大きいのは50代で、500万円強の大型リフォームを予定する 

割合が増加していることが分りました。 

 40代、50代、60代では5割超が「リフォームをしたい」と回答。30代から50代までは 

年代があがるにつれて「リフォームがしたい」比率が高まり、50代の56.1%をピークに 

60代、70代とその比率はだんだん低くなっています。 

 更に500万円超の大型リフォームを予定する割合が、戸建、マンションともに増加、 

過去にリフォームをした「行ったことがある」は、戸建が3分の2,マンションが約半数と 

いずれも「行っていない」を上回っており、リフォーム需要はリフォーム経験者ほど、 

高まることがわかりました。 

 また、築後15～20年未満を境に、築後年数の増加と共にリフォームを「行ったことが 

ある」割合が急増しています。 

 なお、調査は1,000人を対象としてします。 

 

 

 

 

 

                                                 ＊リフォーム産業新聞より 

カタログ請求は下記までお願いします。 


